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帝塚山大学に対する大学評価（認証評価）結果 

 

 

 

Ⅰ 判 定 

 

2021（令和３）年度大学評価の結果、帝塚山大学は本協会の大学基準に適合している

と認定する。 

認定の期間は、2022（令和４）年４月１日から2029（令和11）年３月31日までとする。 

 

 

Ⅱ 総 評 

帝塚山大学は、1941（昭和 16）年に創設された帝塚山学園のもと、1964（昭和 39）

年に設置され、現在６学部７学科、大学院２研究科を有する総合大学で、大学の理念・

目的を、「広い国際的視野の上に、日本人としての深い自覚と高い識見を持ち、社会の

要請に応え得る教養と創造力を備えた人材を育成するために、これに適する学問を教

授研究すること」と定めている。この目的を実現するため、2016（平成 28）年度を初年

度とする６年計画「学校法人帝塚山学園第４次中期計画」（以下、「第４次中期計画」

という。）を策定し、「実学教育の実現と地域・社会のニーズに対応した人材の育成」

を重点目標として掲げ、達成に向けた取り組みを進めている。 

内部質保証については、「大学協議会」を内部質保証推進組織としている。各学部・

研究科等に置かれた「部局等自己点検・評価委員会」（以下、「部局等委員会」という。）

による自己点検・評価結果を受け、「自己点検・評価委員会」で全学的観点から点検・

評価し、教学面については「教学マネジメント委員会」においても検討している。「教

学マネジメント委員会」では、各種アンケートやジェネリックスキル測定テストの結果

等、教育情報の共有も行っている。これら委員会の報告内容が、学長のもと「大学協議

会」において総括・審議され、その結果に基づき改善・向上に向けた施策が示されるこ

ととなっている。内部質保証に関するＰＤＣＡサイクルは、概ね適切に機能していると

いえるものの、関連する委員会が多数存在し、その間の連携・役割分担が不明確な面も

あるため、組織整理が望まれる。 

教育については、いずれの学部・研究科においても学位授与方針（ディプロマ・ポリ

シー）や教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、概ね適切に

教育課程を編成しており、学生の理解を促すためカリキュラム・ツリーやカリキュラ

ム・マップも作成している。研究科では、博士前期課程及び同後期課程とも、コースワ

ーク、リサーチワークの位置付けに配慮した教育課程を編成している。さらに、ｅラー

ニング機能を搭載した独自の教育支援システムである「ＴＡＬＥＳ（Tezukayama Active 
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Learning Education Square）」を開発・導入し、授業のみならず、授業時間外も自主

的な学習が可能となるよう環境を整備しており、新型コロナウイルス感染症流行下に

おける遠隔授業においても効力を発揮している。 

社会連携・社会貢献に関する取り組みとして、大学の知的リソースと地域のリソース

を組み合わせた学際的な「奈良学」の多様な研究活動が挙げられる。同研究活動は、地

域、産業界等をつなぎ、その連携を進化させる優れた取り組みであり、地域の活性化に

つなげるのみならず、学生参加型で実施することで学生の主体的な学びの場ともなっ

ている。また、附置研究所や各センター等における活動及び研究成果も地域社会に還元

されており、今後も地域の拠点大学として活動を更に推進していくことが期待できる。 

一方で、改善すべき課題もいくつか見受けられる。まず、心理科学研究科では、学位

論文審査基準を博士前期課程及び同後期課程で同一の内容としており、課程ごとに明

確にしていないため、改善が求められる。また、定員管理について、複数の学部・学科

で、過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均及び収容定員に対する在籍学

生数比率が高い。大学院では、収容定員に対する在籍学生数比率が両研究科で低いため、

学部及び大学院の定員管理を徹底するよう改善が求められる。 

今後は、内部質保証の取り組みを通じてこれらの問題点を解決するとともに、大学独

自の特徴ある取り組みをより発展させることで、更なる飛躍を期待したい。 

   

 

Ⅲ 概評及び提言 

１ 理念・目的 

＜概評＞ 

① 大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それを踏まえ、学部・研究科の

目的を適切に設定しているか。 

大学の理念として「広い国際的視野の上に、日本人としての深い自覚と高い識見

を持ち、社会の要請に応え得る教養と創造力を備えた人材を育成するために、これ

に適する学問を教授研究することを目的とする」と定めている。さらに、教育理念

として「１．広い国際的視野の上に日本の伝統・文化・社会に対する深い理解と幅

広い教養を身につけ、２．社会の要請に応える専門知識と創造力・実践力を備える

とともに、３．地域と国際社会に貢献することのできる人材の養成」を掲げ、大学

としての具体的な教育目的を定めている。また、大学院の目的は「学術の理論及び

応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与すること」と定めている。 

これらの理念・目的を踏まえ、各学部・研究科の目的を設定している。例えば、

文学部では「国際的視野に立った教養と日本の文化的伝統に関する豊かな経験と

深い見識を身につけ、それを広く国内外に表現・発信し、社会や地域に貢献できる

人材を養成する」とあるように、各学部の特性を反映して目的を定めている。研究
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科においても、例えば、心理科学研究科博士前期課程では「心理学の科学的側面と

実践的側面を重視した研究能力を養い、科学的アプローチ、地域での実践活動、学

際研究及び国際交流という４つの方針を軸に研究を推進することで、現代社会に

おける心理社会的な諸問題を解決するための提案や対処のできる高度な専門職業

人を養成することを目的とする」というように、各専攻で課程ごとに適切に定めて

いる。 

以上のように、大学の理念・目的を適切に設定している。また、学部・研究科の

目的は、大学の理念・目的と連関した形で定められており、適切である。 

 

② 大学の理念・目的及び学部・研究科の目的を学則又はこれに準ずる規則等に適切に

明示し、教職員及び学生に周知し、社会に対して公表しているか。 

大学の理念・目的は学則において、大学院の理念・目的は大学院学則において、

それぞれ定めている。また、これらの理念・目的を踏まえ、学部では学科ごとに、

研究科では各専攻で課程ごとに人材の養成に関する目的を学則及び大学院学則に

定めている。大学の理念・目的は『大学案内』等、学外へも広く配布される刊行物

をはじめ、『履修要項』『学生手帳』、大学ホームページ等によって、教職員や学

生、受験生を含む社会一般に対して公表している。さらに、新入生に対しては「全

学教育開発センター」で作成している冊子『帝塚山大学 はじまりの物語』を配付

している。また、「全学教育開発センター」で開講している「ＴＦ（Tezukayama Family）

講座」は、働くことやキャリアについて学びながら、社会や職場の現実を知ること

を目的とした科目であるが、卒業生等の社会人を外部講師として招へいすること

で、卒業生との連携を深めるだけでなく、自校教育の役割も果たしている。 

各学部等においてもさまざまな取り組みを実施し、理念・目的の浸透に寄与して

いる。例えば、独自のパンフレットの作成や、新入生及びその保護者を対象とした

自校教育に関する講演会の開催、１年次の必修科目である「基礎演習」を活用した

自校への愛着・誇りを促進するための取り組み等が挙げられる。また、「全学教育

開発センター」が主催する「ＦＤフォーラム」において、自校教育の導入・展開を

テーマとした外部講師による講演会を実施し、教職員の認識を高める取り組み等

も進めている。 

以上のように、大学の理念・目的及び学部・研究科の目的については、規則等に

適切に明示したうえで、学生・教職員及び社会に対して十分に周知・公表を行って

いる。 

 

③ 大学の理念・目的、各学部･研究科における目的等を実現していくため、大学とし

て将来を見据えた中・長期の計画その他の諸施策を設定しているか。 

2016（平成 28）年度を初年度とする６年計画「第４次中期計画」を学校法人と
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して策定し、「教育内容の質の向上」「組織力の強化」「財政の健全化」の３つの

柱を掲げ、達成に向けた取り組みを進めている。大学においては、「第４次中期計

画」に基づき、「実学教育の実現と地域・社会のニーズに対応した人材の育成」を

重点目標として掲げ、それを実現するための 13項目からなる行動計画を具体的に

定めている。また、この行動計画に基づいて教育研究や学生支援、関係業務を遂行

するために「帝塚山大学のビジョン」を毎年作成し、構成員に周知している。さら

に、ビジョンや基本方針が大学の理念・目的に基づいたものであることを意識し、

事業計画の策定や各事業の進捗状況の把握、事業報告のとりまとめの際にも確認

している。 

以上のように、理念・目的の達成に向けた中・長期計画を、具体的かつ実現可能

な形で策定している。 

  

２ 内部質保証 

＜概評＞ 

① 内部質保証のための全学的な方針及び手続を明示しているか。 

「大学協議会」において「内部質保証の方針」を定め、「教育研究活動をはじめ

とする大学全体および学部・研究科等の諸活動、大学運営の状況に関して、権限と

役割を明らかにした組織的、恒常的な内部質保証を推進する体制を整備する」「内

部質保証の推進にあたっては、方針の設定や計画、運用・実施、取組の検証および

改善・向上といったＰＤＣＡサイクルを機能的かつ有機的な『しくみ』のもと構築

する」との基本的な考え方を示したうえで、取り組みを推進するための組織、手続

についても明示している。この方針のなかで、「大学協議会」を内部質保証推進組

織として、そのもとに内部質保証の根幹である自己点検・評価を担う「自己点検・

評価委員会」、各学部・研究科等には「部局等委員会」、教学面については「教学

マネジメント委員会」を設置することを定めている。また、手続としては、「部局

等委員会」で行った自己点検・評価結果をもとに「自己点検・評価委員会」が大学

全体としての自己点検・評価を実施し、「教学マネジメント委員会」では教学事項

に関する検討を行うとともに、関連部局に教育課程の編成・実施や学習成果の把

握・活用の基礎となる教育情報を提供している。「自己点検・評価委員会」及び「教

学マネジメント委員会」での結果報告を受けて「大学協議会」において総括を行い、

その結果に基づき改善・向上を指示・支援している。 

「内部質保証の方針」は「大学協議会」等を通じて大学構成員に周知するととも

に、大学ホームページで公表している。 

以上のように、内部質保証のための全学的な方針を定め公表している。 

 

② 内部質保証の推進に責任を負う全学的な体制を整備しているか。 
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「大学協議会」は、学長、副学長、研究科長、学部長、全学教育開発センター長、

事務局長及び学長が指名する者（学科長）を構成員とし、全学的な方針や計画の策

定・伝達及び改善・向上の指示・支援を行う権限を有している。内部質保証のうち、

教学面に関する事項を担う「教学マネジメント委員会」は、学長、副学長、研究科

長、学部長、全学教育開発センター長、学科長、事務局長（次長）、その他学長が

必要と認めた教職員を構成員とし、「教育課程の編成に関する全学的な方針の策定

に関すること」「ＩＲ情報を利用した教育課程の適切性等についての検証及び評価

に関すること」「その他全学的な教育課程に関すること」について審議することを

「教学マネジメント委員会規程」において定めている。また、「自己点検・評価委

員会規程」において、各学部・研究科、「全学教育開発センター」、事務局には「部

局等委員会」を置いて各部局の自己点検・評価を実施し、その結果を全学的な観点

から点検・評価する組織として、学長、副学長をはじめとする役職者で構成される

「自己点検・評価委員会」を置くことを定めている。 

以上のように、内部質保証の推進に責任を負う全学的な体制を整備している。 

 

③ 方針及び手続に基づき、内部質保証システムは有効に機能しているか。 

３つの方針策定のための基本的な考え方を「人材養成目的、３つのポリシー、ア

セスメントプラン（アセスメント・ポリシー）の検証・見直しについて」において

示し、これに沿って３つの方針の見直しを行っている。まず「教学マネジメント委

員会」で大学全体の方針を見直し、それをもとに学部・学科等、研究科においてそ

れぞれの方針を確認・検討し、その結果を「教学マネジメント委員会」で集約して

全般的な調整を行い、最終的に「大学協議会」に報告する流れとなっている。 

内部質保証システムのＰＤＣＡサイクルとしては、まず３つの方針や各種方針、

事業計画等が「大学協議会」を通じて学長から示され、この方針や計画に基づき、

大学全体及び各組織が教育研究活動をはじめとする諸活動を推進している。活動

状況に関して「部局等委員会」を中心に自己点検・評価を行い、その結果報告を受

けて「自己点検・評価委員会」で全学的な点検・評価を実施し、抽出した問題点に

ついては「大学協議会」へ報告され、最終的には学長のもと、「大学協議会」から

各部局に対して改善・向上の指示がなされるとともに、新たな方針や計画の策定に

反映させる、という流れとなっている。なお、教学面に関する事項については、「教

学マネジメント委員会」で方針の設定や計画、運用・実施、取り組みの検証を行っ

て「大学協議会」に報告するとともに、各種アンケート結果等学習成果の把握に関

する教育情報を共有している。 

教育研究活動の客観性、妥当性を確保するため、外部評価として他大学学長、市

町村長、産業界の団体の長に教育の取り組み全般に関する評価を委嘱している。ま

た、ＩＲについても着手し、各種アンケート等調査で現状把握、課題の抽出を行い、
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解決に向けた取り組みを進めている。 

行政機関、認証評価機関等からの指摘事項についても適切に対応を行い、改善状

況等については大学ホームページで公表している。 

以上のように、全学的な「内部質保証の方針」及び手続に基づき自己点検・評価

を行い、３つの方針を主軸としたＰＤＣＡサイクルを回し、内部質保証システムを

概ね適切に機能させる取り組みを実施しているといえる。ただし、「大学協議会」

の運営に際し企画・調整を担う「学長調整会議」「学部長会」を含む各組織の役割

と連携をより明確にし、課題を成果に結びつけていくための継続的な運用が望ま

れる。 

 

④ 教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等を適切に公表

し、社会に対する説明責任を果たしているか。 

教育研究活動等の状況に関する情報については、大学ホームページ内に「情報公

開」のページを設け、「基本情報」「教員データ」「学生データ」「教育・研究情

報」等の項目に分けて掲載している。 

『自己点検・評価報告書』については、規程に基づき、認証評価実施年を除き原

則として２年ごとに作成している。作成にあたっては、本協会の大学基準や点検・

評価項目に関する手引書を配付し、説明会も開催するなど、認識を共有するよう努

めている。『自己点検・評価報告書』は、学内各部署の教職員への配付や図書館で

の配架を行い、学外に対しては、2007（平成 19）年度刊行分より大学ホームペー

ジで公表している。また、過去の大学評価（認証評価）結果についても大学ホーム

ページで公表している。 

財務情報については、事業報告書として各種計算書類や分析結果、監査報告書等

を学園ホームページに掲載し、社会一般に公開している。 

以上のように、諸活動の状況等を適切に公表し、社会に対する説明責任を果たし

ている。 

 

⑤ 内部質保証システムの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

内部質保証システムの適切性に関しては、方針の内容や手続等について「自己点

検・評価委員会」「大学協議会」で確認し、必要に応じて見直しを行っている。 

内部質保証全般に関しては、「学長調整会議」「学部長会」「大学協議会」にお

ける毎年度事業計画に基づく各事業の進捗状況の確認や、原則として２年に１度

実施する自己点検・評価を通じて、定期的に点検・評価している。 

こうした点検・評価の結果、具体的ではなかった「内部質保証の方針」の内容を

より明確化し、現在の同方針へと改定した。また、点検・評価に基づく改善につい
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て、大学全体の概念図を示したことにより、手続や流れを構成員に明示的に周知、

共有できるようになっている。 

以上のように、内部質保証システムの適切性について定期的に点検・評価を行っ

ている。 

 

３ 教育研究組織 

＜概評＞ 

① 大学の理念・目的に照らして、学部・研究科、附置研究所、センターその他の組織

の設置状況は適切であるか。 

1964（昭和 39）年、教養学部教養学科のみの女子単科大学として発足し、設立

理念に基づき、現在では６学部７学科を設置し、大学院２研究科を有する男女共学

の文系を中心とした総合大学としての教育研究組織を構築している。 

これらの学部・学科、研究科に加え、大学の理念・目的を具現化するための附属

機関として、専門領域の高度な研究や学際的な研究を行う「経済経営研究所」「考

古学研究所」「奈良学総合文化研究所」「人間環境科学研究所」を設置している。

また、歴史学や博物館学を中心としたさまざまな分野に関する教育、調査、研究、

普及活動を行っている「附属博物館」、地域住民へのカウンセリング等の支援を行

う「心のケアセンター」、地域住民の子育て支援を担う「子育て支援センター」に

おいても、設立理念・教育理念に則した教育・研究に積極的に取り組んでいる。 

以上のように、大学の理念・目的に照らして、適切な学部・学科、研究科、大学

の附置研究所、センター等を設置している。 

 

② 教育研究組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

学部・学科、研究科等、教育研究組織の設置や改組等については、法人が中心的

役割を担うこととなっており、常任理事会等での決定を経て、大学において学長を

中心とする検討組織を設置し、基本計画を定めて検討を行っている。設置後も、社

会のニーズや定員充足状況等を踏まえ、「大学協議会」等で解決に向けた方策を検

討し、改善に取り組んでいる。また、附置研究所やセンター等では、各施設のもと

に設置されている運営委員会等において、活動実績や実施したアンケートの結果

等に基づき、活動状況やその運営方針の適切性について検証するとともに、改善に

向けた取り組みを行っている。 

全般的な観点については、毎年度事業計画に基づき、「学長調整会議」「学部長

会」「大学協議会」において各事業の進捗状況を確認しているほか、原則として２

年に１度自己点検・評価を行うことで定期的に点検・評価している。 

以上のように、教育研究組織の適切性について、定期的に点検・評価を行い、そ
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の結果に基づいて改善・向上に取り組んでいる。 

 

４ 教育課程・学習成果 

＜概評＞ 

① 授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。 

学部においては、課程修了にあたって学生が修得すべき知識、技能、態度等を明

示した学位授与方針として「専門的知識と技能」「知識や技能の活用」「主体的な

意識と態度」「多様なコミュニケーション」「社会人としての自立」の５つの要素

を挙げ、大学全体として定めるとともに、それらを踏まえた個別の学位授与方針を

学科ごとに定めている。 

研究科では、各専攻で課程ごとに学位授与方針を策定しており、例えば人文科学

研究科博士前期課程では、「演習担当教員の指導のもと、条件を充たす学術論文等

の形式で、日本伝統文化の諸学に関する、独創的かつ先進的な成果を発表している」

「変化する社会状況に応じて、日本伝統文化に関する高い見識や修得した高度な

研究能力、表現・発信力を生かし、学際的視野に立って、社会や地域に関する諸問

題について専門的な見解を持ち、他者に説得的に伝えることができる」等を定めて

いる。また、心理科学研究科博士後期課程では、「心理学に関する専門的かつ高度

な知識や技能を有し、それに基づいて心理諸現象のメカニズムを科学的・実証的に

解明し、国際的水準での情報発信を行うことができる」「心理学的分野の専門的研

究者・教育者・職業人として、社会に貢献することができる」等を定めている。 

学位授与方針は、『履修要項』、大学ホームページ等に記載し、学生をはじめ社

会に広く周知している。 

以上のように、授与する学位ごとに学位授与方針を定め、適切に公表している。 

 

② 授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表しているか。 

学位授与方針に掲げた学習成果を達成するために、学部では、教育内容、教育方

法等に関する基本的な考えをまとめた教育課程の編成・実施方針を大学全体とし

て定めている。そこでは、「共通教育科目、専門教育科目およびその他必要とする

科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を実施」す

るとし、「教育内容」「教育方法」「学習成果の評価」についてそれぞれ定めてい

る。また、これを踏まえ、各学科において個別の教育課程の編成・実施方針を策定

しているほか、「全学教育開発センター」において全学共通の教養科目の方針を定

めている。 

研究科においては、各専攻で課程ごとに教育課程の編成・実施方針を定めており、

例えば人文科学研究科博士前期課程では、「基礎科目として、学際的視野を養うた

めの『日本伝統文化特論』と奈良及び周辺地域の有形・無形文化財を対象とするフ
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ィールドワークとしての『奈良学特論』を置く」「各専門分野の研究指導科目とし

て『演習』を置き（２年間の履修で８単位を認定する）、その担当教員が指導教員

となり、学習や研究を指導する」等を定めている。また、心理科学研究科博士後期

課程では、「心理学に関する専門的かつ高度な知識や技能を修得し、基礎・臨床・

社会応用に関する高度な研究を行うために『知覚心理学特殊講義』、『社会心理学

特殊講義』、『人格心理学特殊講義』、『交通心理学特殊講義』および『臨床心理

学特殊講義』の５つの特殊講義を設置」「国内外の学会発表や学会誌への論文投稿

などを通して自らの研究成果を発信するとともに、最終的にはそれらの成果を博

士学位論文にまとめる力を育成するために研究指導を充実させる」等を定めてい

る。 

教育課程の編成・実施方針は、『履修要項』や大学ホームページ等に記載し、学

生をはじめ、社会に広く周知している。 

以上のように、授与する学位ごとに教育課程の編成・実施方針を定め、適切に公

表している。 

 

③ 教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を開設し、

教育課程を体系的に編成しているか。 

教育課程の編成・実施方針に従い、各学部・学科、研究科及び「全学教育開発セ

ンター」において、学生に期待する学習成果の修得につながる教育課程を編成して

いる。 

学部においては、初年次教育等で専門教育の基礎や「言語リテラシー」等、各分

野の基礎的知識や技能を重点的に学び、専門教育においては、専門分野の体系性に

基づいて必修科目や選択科目を配置している。例えば法学部法学科では、専任教員

がリレー形式で実施する特殊講義「法学への第一歩」を１年次前期に履修させ、各

教員の担当科目、研究領域の概要や体系的位置付けを平易に説明するとともに、各

科目とカリキュラム全体の関連性について学生に周知する機会としており、こう

した科目を基礎に、法学専門教育、キャリア教育、実務教育を組み合わせた「スパ

イラル教育」を展開している。教養科目については、「全学教育開発センター」に

おいて、科学、歴史・人文、社会・文化、統計・情報等の幅広い教養を身につける

ための科目及び言語リテラシー科目、キャリア形成支援科目、スポーツ関連科目等

を開設し、各学部の特性に応じて履修できるようにしている。 

研究科では、博士前期課程及び同後期課程とも、教育課程の編成・実施方針に基

づき、コースワーク、リサーチワークの位置付けに配慮した教育課程を編成してい

る。博士前期課程では、専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養できる基礎科

目や基礎研究科目、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させる研

究指導科目、関連講義科目、演習科目を開設している。例えば人文科学研究科では、
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専任担当教員がリレー形式で行う「日本伝統文化特論」と「奈良学特論」が特徴的

であり、「日本伝統文化特論」で学際的視野の基本を培い、「奈良学特論」でフィ

ールドワークを行っている。心理科学研究科では、一部の科目を除いては、他専修

配置の科目を履修することができ、認知心理学や産業心理学、犯罪心理学、老年心

理学、神経生理学、精神医学等、多岐にわたる高度な知識を幅広く学べるように配

慮している。博士後期課程では、研究指導科目と関連講義科目を中心に教育課程を

構成している。例えば人文科学研究科では、各専門分野の研究指導科目として「特

殊研究」、関連講義科目として「特殊講義」を設置し、「特殊研究」の領域と対応

する「特殊講義」の修得を課している。心理科学研究科では、基礎・臨床・社会応

用に関する「特殊研究」及びそれに対応する「特殊講義」を設置している。 

教育課程の編成に関する学生の理解を深めるため、カリキュラム・ツリー及びカ

リキュラム・マップを作成し、履修ガイダンスや学生の個別指導等で活用している。

カリキュラム・ツリーやカリキュラム・マップは、大学ホームページに掲載すると

ともに、学内の掲示板等を活用して学生に周知している。 

以上のように、教育課程の編成・実施方針に基づき、各科目を体系的に配置する

とともに、その体系性を学生に周知するための方策も講じている。 

 

④ 学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じているか。 

学位授与方針に掲げた知識や能力の修得を目指し、授業科目の内容等を考慮し

たうえで、講義・演習・実習等の適切な授業形態を設定している。また、ｅラーニ

ング機能を搭載した独自の教育支援システムである「ＴＡＬＥＳ」を開発・導入し、

授業のみならず、授業時間外も自主的な学習が可能となるよう環境を整備してい

る。「ＴＡＬＥＳ」の利便性や有効性については、学生や教員から高い評価が得ら

れており、今後の更なる活用が期待される。また、キャンパス内にアクティブラー

ニングスペース等、学習の目的に応じた施設・設備を整備するとともに、オフィス

アワーの制度を設けるなど、授業時間外の学習を促進する多面的な取り組みを進

めている。これらの取り組みの効果については毎年度学習行動調査を行い、学習時

間の実態等を定期的に把握している。 

アドバイザー制度等による個別指導や履修指導を重視しており、全ての学生に

専任教員によるアドバイザーを割り当て、学生の指導と学習支援を行っている。ま

た、単位の実質化を図る取り組みとして、１年間に履修登録できる単位数の上限を

設定している。資格取得等のため上限を超えて履修を行う場合は、ガイダンスのほ

か、履修登録時や学期途中に、アドバイザー教員や資格課程担当教員等による履修

指導を個別に行っている。 

研究科については、研究指導や学位論文作成指導等について、各指導教員がきめ

細かく対応している。研究指導の内容及び方法、年間スケジュールを示した研究指
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導計画を『履修要項』に掲載し、それに基づく研究指導を行っている。 

シラバスは全学統一の様式により作成しており、学部ごとに記入要領に関する

説明会を開催したうえで、各学部・学科等で点検している。特に事前・事後学習に

ついては、どのようなことを行うべきかを明記するよう担当教員に求め、学習時間

の確保に努めており、学習行動調査を全学的かつ定期的に実施し、授業外学習時間

を把握している。また、学生による「授業改善アンケート」を実施し、授業が実際

にシラバスどおりに行われているか確認している。 

学生の授業への主体的参加を促す取り組みとしては、アクティブ・ラーニングの

取り組みや、行政や企業、地域とともに実社会の課題解決に取り組む「プロジェク

ト型学習」を積極的に行っている。例えば文学部日本文化学科では、奈良という地

の利を生かし、世界文化遺産に登録されている社寺や遺跡、美術館等を訪ねる「学

外実習」を行っている。現代生活学部居住空間デザイン学科では、廃校となった山

添村の小学校校舎を再生する「旧西豊小学校校舎再生プロジェクト」等を行ってい

る。こうした取り組みは、大学全体として、毎年「『実学の帝塚山大学』実践学生

発表祭～アクティブ・ラーニングの実践事例～」と称し、全ての学部・学科の学生

代表がその成果を学内外に報告する機会を設けて共有している。 

以上のように、学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うためのさまざまな措

置を適切に講じている。 

 

⑤ 成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。 

単位については、学則及び大学院学則において、授業形態ごとに１単位に必要と

される授業時間及び授業外学習時間を定めている。既修得単位についても、学則及

び大学院学則の定めに則り、適切に認定している。成績評価方法及び基準、単位認

定については、「試験及び学修評価に関する規程」において、試験方法や追試験、

再試験、評価方法等について規定し、『履修要項』に記載することであらかじめ明

示するとともに、シラバスにおいても授業科目ごとに成績評価方法及び基準を明

示し、厳格に実施している。 

学位授与については、各学部において、学則、「学位規程」等に従い厳格に行っ

ている。また、卒業の要件については、『履修要項』等においてあらかじめ学生に

明示している。学生の卒業に関しては、判定教授会において、学生一人ひとりにつ

いて、在籍要件を満たしているか、卒業所要単位を満たしているか、「履修規定」

に基づいた単位修得ができているかを詳細かつ公正に検討し、認定している。研究

科においても、修了要件及び学位授与の手続については、大学院学則や各研究科規

程のほか、「学位規程」等で定めており、これに則り学位を授与している。学位論

文審査基準については、博士前期課程及び同後期課程ともに、あらかじめ『履修要

項』に明示するとともに大学ホームページに掲載している。しかし、学位論文審査
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基準が博士前期課程及び同後期課程で同一の研究科があるため、学生にとって不

利益とならないよう改善が求められる。 

 

⑥ 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。 

課程修了時における学生の学習成果を測定するため、基本的な情報として、修業

年限内卒業率や学位授与状況、卒業生の進路、就職率、資格・免許取得状況等を把

握している。そのほか、各学部・学科においては、評価指標として、卒業研究・卒

業論文の基準や到達度、ゼミナールや卒業研究等発表の内容、資格・検定試験の合

格率等の実績を収集・整理し、人材養成目的や学位授与方針に沿った教育成果が上

がっているかを測ることができるよう努めている。また、大学全体として学習行動

調査や卒業時にアンケートを行い、満足度や４年間の学びでどのような力が身に

ついたかを調査している。さらに、民間企業の実施するジェネリックスキル測定テ

ストを導入し、学位授与方針に掲げるもののうち、特に「知識や技能の活用」「主

体的な意識と態度」「多様なコミュニケーション」の測定・分析を行っている。分

析結果は「教学マネジメント委員会」を中心に確認・共有し、学生にフィードバッ

クするなど、学習成果の把握と評価に活用している。 

研究科では、学位論文及び論文作成のプロセスを通じて学習成果を把握してい

る。人文科学研究科博士前期課程及び同後期課程では、指導教員と学生で交わされ

る研究計画書と研究報告書がポートフォリオを構成しており、論文中間発表、博士

論文ロードマップのなかで学習成果を把握・評価している。心理科学研究科博士前

期課程及び同後期課程では、学会発表回数や論文投稿（掲載）数、研究会や研修会

等への参加回数、臨床心理士資格試験での合格者数等を通じて学習成果を把握し

ており、博士前期課程では、学内外の実習状況を測定するために開発した「実習評

価表」も指標とし、将来心理臨床を担う能力を把握できるようにしている。 

上記のほかに、大学全体では、外部有識者による評価や、卒業生の採用実績があ

る企業を中心としたアンケートも実施している。各学部・学科、研究科においても

自治体や企業、機関・団体等学外者に対して、学位授与方針に沿った教育の取り組

みが行えているかを尋ねるアンケートを実施している。 

近年では、大学全体、学部・研究科、科目の各レベルにおけるアセスメントプラ

ン（アセスメント・ポリシー）を定め、どのように学習成果を測定しようとしてい

るのか明らかにするよう努めている。 

以上のように、学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握・評価して

いる。 

 

⑦ 教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。

また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 
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学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針については、大学全体の方針のもと、

学部・学科等、研究科での検討を経て、学部教授会等や研究科委員会で審議してい

る。さらに、「教学マネジメント委員会」での全体的な統括・調整を経て、「大学

協議会」で確定している。 

教育課程については、カリキュラム・マップ、カリキュラム・ツリー、ナンバリ

ング制度と合わせ、「教務委員会」の指示のもと、学部・学科等、研究科を中心に

点検・評価を行っており、学部教授会等、研究科委員会にてカリキュラムの見直し

を行っている。見直しにあたっては、自治体や企業、機関・団体等学外者に対して、

学位授与方針に沿った教育の取り組み状況に関するアンケートも実施し、その結

果も反映するように努めている。 

教育方法については、「全学教育開発センター」において、大学全体で実施する

「授業改善アンケート」や公開授業、「ＦＤフォーラム」等について検討するとと

もに、学部レベルでも検討会を行っている。 

学習成果の測定については、「教学マネジメント委員会」において、学習時間の

ほか、身についた力や学習意欲等の調査結果について共有・検討している。民間企

業の実施するジェネリックスキル測定テストの結果についても集計・分析・共有し、

学生へのフィードバック等の活用を始めている。 

さらに、「学長調整会議」「学部長会」「大学協議会」による毎年度事業計画の

進捗状況の確認や、原則２年に１度行う自己点検・評価を通じて、教育課程・学習

成果の適切性に関する全般的な観点からの点検・評価を実施している。 

これらの点検・評価の結果、教育課程の編成・実施について見直した例として、

社会的動向を踏まえ、大学の人材養成目的を達成するために必要であるとの判断

のもと、データサイエンス教育を新たに盛り込むこととし、「全学教育開発センタ

ー」に「データサイエンス入門」を新設した。経済経営学部経済経営学科では、独

自に「データサイエンスベーシックコース」を設けた。 

以上のように、教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評

価し、その結果に基づく改善・向上を適切に行っている。 

 

⑧ 教育課程連携協議会を設置し、適切に機能させているか。（学士課程（専門職大学

及び専門職学科）／大学院の専門職学位課程） 

該当なし。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）心理科学研究科では、学位論文審査基準を博士前期課程及び同後期課程で同一

の内容としており、課程ごとに明確にしていないため、改善が求められる。 
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５ 学生の受け入れ 

＜概評＞ 

① 学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。 

大学全体の学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）において、大学が

求める学生像を、「他者との対面状況で自分の意思を伝えることができる」「学び

たい学部・学科、研究科等の知識や技能を地域や社会で生かしたいという意欲があ

る」「学びたい学部・学科、研究科等が掲げる人材養成目的を理解している」と定

めている。 

入学前までに修得すべき内容・学力水準についても、例えば学部においては、「高

等学校の教育課程を幅広く修得している」「高等学校までの学びや活動などを通じ

て『思考力』『判断力』『表現力』を身につけている」「高等学校までの学びや活

動などに主体性や積極性をもち、多様な人々と協働して取り組んだ経験を有して

いる」というように具体的に提示している。 

入学者の選抜についても、学力検査のほか、小論文、面接、集団討論、調査書等

を活用し、志願者の能力や資質を多面的・総合的に評価して実施することを定めて

いる。 

このような大学全体の学生の受け入れ方針に基づき、学部では学科ごとに、研究

科では各専攻で課程ごとに学生の受け入れ方針を定めている。 

学生の受け入れ方針は、『学生募集要項』『大学院学生募集要項』『大学案内』

『入試ガイド』等の冊子や、大学ホームページで公表している。 

以上のように、学生の受け入れ方針については、大学全体の方針のもとで各学

部・研究科においてもそれぞれ適切に定めるとともに、その内容を受験生及び社会

に広く公表している。 

 

② 学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適切

に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

学生募集及び入学者選抜は、大学全体の学生の受け入れ方針を掲げるとともに、

学部では学科ごとに、研究科では各専攻で課程ごとに定めた学生の受け入れ方針

に基づき実施している。 

学生募集について、学部では、大学ホームページ、『大学案内』『入試ガイド』

等を作成するとともに、オープンキャンパスを年に複数回開催している。また、教

員の出張講義や、訪問専従者（高等学校長経験者４名）による定期的な高等学校等

の訪問も行っている。大学院においては、大学ホームページを通じて出願資格や選

考内容・方法等を公表しており、関西圏を中心とする各大学・大学院等に『大学院

学生募集要項』を送付するとともに、入学試験説明会を開催している。授業料その
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他の費用、授業料減免制度等の経済的支援に関する情報については、大学ホームペ

ージや前述の各種冊子等により幅広く情報提供しているほか、オープンキャンパ

スでも個別相談ブースを常設するなどして、説明や相談に応じている。 

入学者選抜については、学部では、筆記試験を行う学校推薦型選抜における「公

募制推薦入試」と一般選抜、面接試験を伴う総合型選抜、「スポーツ選考」「指定

校推薦」等による選抜を実施しており、このほかにグローバル化や多様な学習ニー

ズに対応するため、「外国人留学生試験」「編入学試験」「社会人特別選考」等を

設けている。大学院の入学者選抜については、博士前期課程については年２回（秋

季・春季）、博士後期課程については春季のみに、筆記試験と面接試験による選抜

を実施している。身体等に障がいのある志願者に対しても、合理的な配慮に基づく

公平な入学者選抜を実施している。 

学生募集及び入学者選抜における責任体制については、学長を委員長として学

生募集及び入学者選抜に係る方針等の策定や全般的事項を担う「入試委員会」、入

学試験の具体的な実施計画の策定及び運営を行う「入試実行委員会」、広報業務全

般を行う「広報委員会」を設置している。また、入学者選抜の実施にあたっては「入

試本部」を設置し、全学体制で公正な入学者選抜を実施しており、合否判定では段

階的なプロセスを経ることで公平性、客観性、透明性を確保している。大学院の入

学者選抜では、各研究科委員会が実施の主体となり、合否判定も同委員会において

公正かつ厳正に審議している。 

以上のように、学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や

運営体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に行っている。 

 

③ 適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員に

基づき適正に管理しているか。 

学士課程全体における過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均及び

収容定員に対する在籍学生数比率は適切に管理されている。一方、各学部・学科の

状況をみると、2020（令和２）年度において、過去５年間の入学定員に対する入学

者数比率の平均及び収容定員に対する在籍学生数比率が高い学部・学科があるた

め、学部の定員管理を徹底するよう是正されたい。それに加えて、2021（令和３）

年５月１日時点では、法学部法学科でも、収容定員に対する在籍学生数比率が高く

なっているため、留意されたい。 

大学院に関しては、研究科ごとに外部への情報発信や内部進学者を増やすため

の取り組みを行っているものの、2020（令和２）年度において、収容定員に対する

在籍学生数比率が心理科学研究科博士前期課程及び同後期課程で低い。また、2021

（令和３）年５月１日時点では、人文科学研究科博士前期課程でも、収容定員に対

する在籍学生数比率が低くなっているため、引き続き大学院の定員管理を徹底す
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るよう改善が求められる。 

 

④ 学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その

結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

学生の受け入れの適切性に関して、学生募集及び入学者選抜については、「入試

委員会」において、学科別・試験種別の受験者数及び入学者数、学内併願の状況、

志願者動向等についての全般的な検証を行っており、「入試実行委員会」が管轄す

る入学者選抜の具体的運営についても点検を行っている。「入試委員会」から提案

された次年度入学者選抜の原案については、各学部の教授会で審議を行い、制度の

見直しと改善案の作成を行っている。 

学生募集については、「広報委員会」において大学ホームページや『大学案内』

の作成を含む広報業務全般を検討している。 

学生の受け入れ方針の適切性については、大学全体の方針のもと、各学部・学科

等、研究科での検討を経て、教授会等や研究科委員会で審議し、「教学マネジメン

ト委員会」での全体的な統括・調整を経て「大学協議会」にて確定する、という流

れで見直しを行っている。点検にあたっては、形式的な見直しとならないよう、改

善・向上につなげるためのチェックシートを導入している。 

以上のように、学生の受け入れの適切性に関する定期的な点検・評価作業を通じ

て得られた検証データをもとに、学生の受け入れ方針に合った入学者選抜であっ

たか否かを念頭に置き、次年度以降の入学者選抜の方針を検討している。しかしな

がら、定員管理については、学部では超過、大学院では未充足の傾向にあるため、

検証に基づく一層の改善が望まれる。 

 

＜提言＞ 

改善課題 

１）収容定員に対する在籍学生数比率が心理科学研究科博士前期課程で 0.45、同後

期課程で 0.22と低いため、大学院の定員管理を徹底するよう、改善が求められ

る。 

 

是正勧告 

１） 過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均が心理学部心理学科で1.27、

現代生活学部居住空間デザイン学科で 1.33と高い。また、収容定員に対する在

籍学生数比率が心理学部心理学科で 1.25と高いため、学部の定員管理を徹底す

るよう是正されたい。 
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６ 教員・教員組織 

＜概評＞ 

① 大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像や各学部･研究科等の教員組

織の編制に関する方針を明示しているか。 

「学園の教育職員像」に基づき、「教育」「研究」「社会貢献」「管理運営」の

４つの観点からなる「大学として求める教員像」を定め、学部・学科等、研究科に

おいても、同様の項目からなる「求める教員像」を明示している。具体的には、大

学教員に対し、「学生が自立的に学ぶ力を身につけることができるような高度な教

育実践力」「研究倫理を遵守し、当該専門分野における高度な理解力、分析力、論

理的思考力にもとづいた研究を遂行する能力」「卓越した教育研究成果を地域や産

業界に還元し、持続可能な社会の実現に貢献する資質」「学部学科運営とともに、

入試・学生募集業務、委員会業務、諸行事などに他の教職員との連携のもと、積極

的に取り組む態度」等を有することを求めている。 

また、教員組織の編制に関しても、「大学として求める教員像および大学の教員

組織の編制方針」において、「大学設置基準等を踏まえ、各学部・学科、研究科等

の教育研究領域に適合する教員組織を編制する」「教員の構成が特定の範囲の年齢、

性別に著しく偏ることのないよう配慮する」「専任教員の募集や採用、昇任につい

ては、諸規則、手続きを明確化し、公正かつ適切に行う」「教員の資質の向上を図

るため、ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）に組織的に取り組む」ことな

どを定め、これに基づき、各学部・学科等、研究科においても、同様の項目からな

る「教員組織の編制方針」を策定している。 

このような大学の教員組織の編制方針については、「教員人事委員会」での検討

を経たうえで、「大学協議会」等を通じて各学部・学科等、研究科の教員に周知し

ている。 

以上のように、大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像及び教員組

織の編制に関する方針を明示している。 

 

② 教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を展開するため、適切に教員

組織を編制しているか。 

全学及び各学部・学科等、研究科の「求める教員像」「教員組織の編制方針」に

基づき、大学及び大学院設置基準に定められた必要専任教員数や教授数を満たし

ており、教養教育及び専門教育を実践するための適切な教員組織を編制している。 

教員組織の編制にあたっては、学部長・学科長、研究科長、全学教育開発センタ

ー長を中心に、組織的な教育を実践するうえで必要な責任の所在を明確にしてい

る。 

学部では、教育上主要と認められる授業科目については、専任教員が担当するよ
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う配慮している。しかし、専門教育科目の選択必修科目における専任教員の科目担

当率は、必修科目に比べると学部ごとに差がみられる。また、専任教員１人あたり

の学生数についても、学部・学科により偏りがある。教員の職位別年齢構成につい

ては、概ねバランスがとれているといえる。 

以上のように、教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を展開する

ため、概ね適切に教員組織を編制している。 

 

③ 教員の募集、採用、昇任等を適切に行っているか。 

教員の募集・採用・昇任等に関しては、学部では「職員任用規定」及び「教員人

事委員会規程」、研究科においては「大学院担当教員資格審査規程」及び各研究科

の審査内規等に基づき、適正に行っている。 

専任教員の募集・採用については、公募制を原則としており、事前手続として、

各学部等が教員組織の編制に関する方針を踏まえ、求める教員の担当科目・職位等

を示した教員の採用に関する要望書を作成し、「教員人事委員会」で審議したうえ

で大学としてとりまとめた案を法人と交渉、常任理事会にて採用枠を審議する。そ

の後、当該学部長等に具体的な選考が付託され、書類選考、模擬授業、面接等を経

て、候補者を「教員人事委員会」委員長へ報告し、委員長は委員会で出た意見を付

して学長に候補者を推薦する、という流れとなっている。なお、研究科については

学部との兼任のため、独自の募集・採用は行っていない。 

昇任に関しても、専任教員の募集・採用とほぼ同様の手続に基づいて実施してお

り、審議にあたっては、「専任教員採用及び昇任についての選考基準」「大学院担

当教員資格審査規程」及び各学部・研究科の審査内規等に基づき、職位ごとに資格

や経歴、研究業績等を評価対象として審査を行っている。 

以上のように、教員の募集・採用・昇任等については、前述の諸規程及び選考基

準に基づき、適正な手続によって実施している。 

 

④ ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的かつ多面的に実施し、教

員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげているか。 

ファカルティ・ディベロップメント（以下、「ＦＤ」という。）活動を組織的に

実施するべく、「全学教育開発センター」を中心に、「授業改善アンケート」「Ｆ

Ｄフォーラム」、公開授業等の開催を実施しており、これらのＦＤ活動に関する実

績については毎年度末に『ＦＤ報告集』を発行し公表している。 

前期・後期１回ずつ行う学生による「授業改善アンケート」の結果については、

「全学教育開発センター運営委員会」で報告し情報共有するとともに、各学部長に

も報告し、必要に応じて各部局の判断で対応するよう働きかけている。また、アン

ケート結果に対する各教員からのコメントは、学生にも共有し確認できるように
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している。2018（平成 30）年度以降は、ＦＤ活動の一環として、教員が自らの教育

業績を記録することで効果的な教育改善を行うティーチング・ポートフォリオの

作成を全ての専任教員に義務付けている。 

年２～３回開催している「ＦＤフォーラム」では、アクティブ・ラーニングや遠

隔授業の手法といったテーマで講演会を開催しており、各学部・研究科においても

公開授業の報告会、シラバス作成方法等に関する説明会等を行っている。一部の学

部・研究科においては、ＦＤ活動に関する他大学との合同研究会も実施しており、

こうした取り組みに大学院学生の参加を積極的に促すことで、今後の大学院学生

の教育研究活動や、研究科固有のＦＤ活動の更なる発展が期待できる。 

教育研究活動等については、各専任教員が、毎年度、「教員業績データベース」

に教育研究活動等を入力し、これを社会に公表することで教員の質の維持・向上を

図っている。また、2016（平成 28）年度から、教育、研究、学内業務、社会活動の

４分野を評価項目とした「教員自己評価」を試行的に実施しているため、今後、同

制度に関する取り組みが着実に推進されていくことを期待する。 

以上のように、ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施し、その結果を公表しており、

教員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげている。 

 

⑤ 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果を

もとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

「求める教員像」「教員組織の編制方針」、教員組織の編制については、「教員

人事委員会」のもと、各学部教授会等・研究科委員会において、方針と実態の確認

を行い、最終的に常任理事会で教員採用の必要性を審議することで適切性を維持

している。 

教員の募集・採用・昇任の手続については、「教員人事委員会」で検討し、手続

上の諸問題については関連規程を改正することで、改善・向上に向けた取り組みを

行っている。 

また、教員組織の適切性に関する全般的な事項については「学長調整会議」「学

部長会」「大学協議会」を中心に、毎年度事業計画に基づき事業ごとの進捗状況を

確認しているほか、原則２年に１度「自己点検・評価委員会」のもとで自己点検・

評価を行うなかで定期的に点検・評価し、継続的な改善・向上に向けたＰＤＣＡサ

イクルの適切な循環を推進している。 

以上のように、教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行い、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っている。 

 

７ 学生支援 

＜概評＞ 
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① 学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、学生支援に関す

る大学としての方針を明示しているか。 

「第４次中期計画」の行動計画に掲げた「修学支援・生活支援の推進」「就職内

定率の向上と支援体制の構築」を学生支援の方針とし、学生向けセーフティネット

の充実、退学率の減少、就職・キャリア支援体制の充実、資格取得支援制度の見直

しと合格率向上等を目標に掲げ、これに基づき具体的に年度事業計画を立て学生

支援の充実に取り組んでいる。「第４次中期計画」は「大学協議会」で報告され、

適切に教職員間で共有しており、年度事業計画は、学園ホームページで関係者や社

会に対しても公開し、広く大学の取り組みの周知を図っている。さらに、教職員始

業式の機会や『学内報』を通じて法人及び各学校の取り組みを法人全教職員に周

知・共有し、学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう努め

ている。 

以上のように、学生支援に関する大学としての方針を明示している。 

 

② 学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備されている

か。また、学生支援は適切に行われているか。 

学生支援の体制は、「修学支援」「生活支援」「進路支援」に分掌し、副学長及

び学長補佐が担当する分野の責任者となることで役割と責任を明確化しており、

組織的に検証し意思決定が適切に行える体制といえる。 

修学支援としては、新入生への初年次教育、学生の基礎学力強化、外国人留学生

の日本語教育、オフィスアワー制度による相談体制の整備、アドバイザー教員によ

る成績不振学生指導や障がいのある学生への支援を行っている。また、経済的支援

として大学独自の給付型奨学制度のほか、多様な奨学制度や学生の活動表彰、資格

取得サポートや海外留学奨学生制度等により修学意欲の向上を図っている。 

生活支援としては、健康管理や生活指導及び生活安全面のリスク教育やカウン

セラーによる精神面のフォローを行っている。また、ハラスメント等の対応につい

ては「ハラスメント防止委員会」において、速やかな事案への対処、再発防止及び

救済措置を行うとともに、教職員に対する人権教育推進の啓発研修を行っている。 

進路支援としては、キャリアセンターが学部・学科の教員と協力して進路・就職

支援を行っており、各種ガイダンスの実施や企業説明会の開催、個別の相談対応等

を行っている。また、「学習支援室」においてＳＰＩ講座を開設しているほか、「教

師塾」を設け、高等学校教員経験者を配置して、教員採用試験の受験を希望する学

生の支援も行っている。学部・学科では、アドバイザー教員を配置し個別指導を行

うほか、教育学部こども教育学科では「教職支援センター」、現代生活学部食物栄

養学科では「管理栄養士国家試験対策室」を設置するなど、徹底した資格取得のサ

ポートに取り組んでおり、きめ細かに進路支援に取り組んでいる。 
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そのほかにも、課外活動を充実させるための支援として、学生からの要望等に関

する意見交換機会の設定や、ボランティア活動のための研修会の実施、キャンパス

の活性化や学生・教職員の帰属意識の醸成を目的とした「学長プロジェクト」の実

施等を行っている。 

新型コロナウイルス感染症対応は、「新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイド

ライン」に基づき感染防止策と感染防止啓発を行うとともに、遠隔授業実施に伴う

学習環境整備の支援や経済的支援を行い、修学不安の払しょく、学習意欲喪失や満

足度低下の防止に取り組んでいる。特に、新入生や保護者には情報発信等きめ細か

く対応している。 

以上のように、学生支援の体制を整備し取り組んでおり、学生支援を適切に行っ

ている。 

 

③ 学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果を

もとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

学生支援の適切性に関する点検・評価及び改善・向上については、副学長、学長

補佐の担当ごとに学生支援を分掌し、学生支援に関する方針に沿って組織的な取

り組みを行う体制を整えている。修学支援は「全学教育開発センター運営委員会」、

生活支援は「学生生活委員会」、留学生に関わる事項は「国際交流委員会」「外国

人留学生センター運営委員会」、進路支援は「キャリアセンター委員会」「エクス

テンション・特別資格サポート制度運営委員会」が中心となり、学部・学科と連携

して施策の実行・検証・改善に取り組んでいる。 

また、「第４次中期計画」に基づいて行動計画を実現するため、年度事業計画を

推進する各委員会等からの報告をもとに、「学長調整会議」「学部長会」「大学協

議会」において進捗状況の確認をしているほか、原則２年に１度自己点検・評価を

行い、その結果をもとに学生支援に関する取り組みの改善・向上に努めている。 

 

８ 教育研究等環境 

＜概評＞ 

① 学生の学習や教員による教育研究活動に関して、環境や条件を整備するための方

針を明示しているか。 

「第４次中期計画」の行動計画に掲げた「修学支援・生活支援の推進」「全学的

な研究の推進」を教育研究等環境を整備するための基本的な方針とし、精神的・物

理的な「居場所づくり」の実現や各種研究活動の活性化等を具体的な目標として明

記している。この「第４次中期計画」は「大学協議会」で報告することで大学構成

員に周知するとともに、学園ホームページでも公開している。 

以上のように、大学の理念・目的、各学部・研究科の目的等を踏まえた教育研究
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等環境に関する方針を適切に明示している。 

 

② 教育研究等環境に関する方針に基づき、必要な校地及び校舎を有し、かつ運動場等

の教育研究活動に必要な施設及び設備を整備しているか。 

奈良県奈良市に東生駒キャンパスと学園前キャンパスを有し、校地・校舎面積、

必要な施設・設備等について大学及び大学院設置基準を満たしている。 

施設・設備の整備及び管理に関しては逐次改修を進めている。耐震工事の実施や

非常食等の安全面の整備も行っている。総務課を中心に施設課、大学現業員と連携

して日常的な点検・管理を行うほか、外部委託業者による定期的な点検も行ってい

る。新型コロナウイルス感染症対策としては、「新型コロナウイルス感染症拡大予

防ガイドライン」に基づき、両キャンパスとも適切な感染防止対策を実施している。 

情報教育環境に関しては、教育研究系情報ネットワーク「ＴＵＮＥ（Tezukayama 

University Network Evolution）」の構築、無線ＬＡＮ環境の整備、ネットワーク

機器の更新を行っている。また、パソコンの設置、オンデマンドプリンターやノー

トパソコンの自動貸出・返却システムの設置を行うほか、新型コロナウイルス感染

症への緊急対応措置として、自宅にパソコンを持たない学生に対するノートパソ

コンの貸出しや、必要なアプリケーションソフトを無料でインストールできるサ

ービス等を提供し、学生の遠隔授業受講の環境整備を支援している。 

情報倫理の確立に関する取り組みとしては、全新入生参加必須の「コンピュータ

オリエンテーション」を実施し、パソコンや学内システムの基本操作を習得させる

とともに、現代情報社会に不可欠な知識を身につけさせている。教職員に対しては、

外部講師による教職員研修を実施するほか、「標的型攻撃」に対する注意喚起や、

ライセンス管理の重要性等に関する案内、著作権利用状況調査等を行っている。 

以上のように、「第４次中期計画」における行動計画に基づき、概ね適切な施設・

設備の整備及び管理を行っている。 

 

③ 図書館、学術情報サービスを提供するための体制を備えているか。また、それらは

適切に機能しているか。 

東生駒キャンパスに本館、学園前キャンパスに分館の図書館を設置している。資

料収集の方針は、「図書館資料管理規程」に基づき、カリキュラムに関連した資料

を体系的に収集することを原則としている。教員による推薦図書制度を設け、全専

任教員が各自カリキュラムに不可欠な専門的な資料を選定している。また、高額な

資料については、学部ごとに候補資料を選定し、「図書館運営委員会」にて審議の

うえ蔵書構成のバランスを考慮して購入している。 

データベース利用環境については、2011（平成 23）年度に図書館システムを更

新したほか、各種データベースは図書館ホームページを介して利用することがで
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きる。紀要論文の一部公開や図書館間相互協力も行っている。 

本館には、書庫スペース、閲覧スペースのほか、グループスタディルーム、アク

ティブラーニングスペース、クリエイティブコモンズが設置され、分館は主に閲覧

スペースと書庫で構成されている。本館、分館ともに、情報検索・蔵書検索に利用

するためのノートパソコンの貸出しを行っている。 

図書館、学術情報サービスを提供するための専門的な知識を有する職員も適切

に配置している。また、全学年を対象とした「資料検索ガイダンス」を実施してい

る。 

このほか、2020（令和２）年度においては、新型コロナウイルス感染症への緊急

対応措置として、図書館の利用方法の変更や感染防止対策を実施するなどして、学

生の学びを後退させないよう柔軟に対応した。 

以上のように、全体として図書館、学術情報サービスを提供するための体制を備

えているといえる。 

 

④ 教育研究活動を支援する環境や条件を適切に整備し、教育研究活動の促進を図っ

ているか。 

研究費については、各教員に支給される個人研究費、研究旅費のほか、学園長が

委員長を務める「特別研究費審査委員会」に諮り、常任理事会等において特別に認

められた教育又は研究活動に支給される特別研究費や、特別研究旅費の制度を設

けている。そのほか、審査を経て研究成果の出版を助成する出版助成制度や、学術

関連図書及び教科書の刊行・頒布を主たる事業とし、研究・教育とその成果発表を

助成する「帝塚山大学出版会」を運営している。 

研究支援体制については、科学研究費補助金助成事業への申請支援のため、各キ

ャンパスに担当職員を配置し、科学研究費補助金の採択のための申請相談会や、公

募要領や執行に関する実務説明会等を実施している。また、専任教員には個室研究

室を提供するほか、共同研究室も備えており、教育研究活動の促進として、ティー

チング・アシスタント（ＴＡ）、リサーチ・アシスタント（ＲＡ）の制度を採り入

れている。 

今般の新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う教育研究活動への支援として、

遠隔授業実施に対応するための環境整備等に努めた。 

以上のように、教育研究活動を支援する環境や条件を概ね適切に整備し、教育研

究活動の促進を図っている。 

 

⑤ 研究倫理を遵守するための必要な措置を講じ、適切に対応しているか。 

公的研究費の不正防止への取り組みについては、文部科学省のガイドラインに

基づき、「研究活動に係る不正行為等の防止等に関する規程」及び「教育・研究者
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の行動指針」を整備して、大学ホームページに掲載している。また、「不正防止計

画推進室」を設置し、法人の監査室と連携して不正防止計画を策定・推進している。

研究活動に係る不正行為等に関する告発等については、学長室を受付窓口として

対応している。 

研究倫理に関しては、「研究倫理規程」に基づき、全ての教員・大学院学生に対

して審査申請の必要性を通知している。また、教員・大学院学生に対して、研究倫

理教育教材、研究倫理ｅラーニングの通読・履修を義務付け、修了証書の提出を求

め確認している。 

動物実験に関しては、文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関

する基本指針」を踏まえて「動物実験規程」を整備しており、これに基づき具体的

対応を定めた緊急時の対応マニュアルや飼養保管施設の操作手順を制定・運用し

ている。また、動物実験を行う教職員・学生等を対象に教育訓練を実施している。

情報公開については、関連する検証機関の「現況調査票」や『自己点検・評価報告

書』等の様式を利用し、大学ホームページで公開している。 

以上のように、研究倫理を遵守するための必要な措置を講じている。 

 

⑥ 教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その

結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

教育研究等環境の適切性については、各部局において定期的な点検及びその結

果に基づく改善の取り組みを行っている。 

必要な校地・校舎及び運動場等の施設・設備については、総務課において日常的

に点検を行い、施設課と連携しながら必要な整備を行っている。点検・評価にあた

っては、アンケート調査等による学生や教員からの要望も確認している。 

情報教育環境については、「情報教育研究センター運営委員会」において状況が

報告され、必要に応じて環境や制度の見直しを行っている。また、2017（平成 29）

年度及び 2018（平成 30）年度に情報環境の構築を目的として「大学情報システム

ワーキンググループ」を立ち上げ、検討を行った。 

図書館に関しては、「図書館運営委員会」にて前年度の総括を行い、学部・学科

別貸出し冊数や一般社会人の登録等の図書館利用状況、施設・設備の状況等を確認

している。 

教育研究活動の支援・促進については、個人研究費や学園内競争的資金を用いた

研究は、理事長、学園長又は学長にその成果に関する報告書を提出することが義務

付けられており、この報告書をもとに申請活動の成果を確認している。 

不正防止に関する取り組みについては、「不正防止計画推進室」において継続的

に取り組んでいる。研究倫理の遵守については、必要に応じて「研究倫理委員会」

で審議を行い、審査活動の検証を実施している。動物実験に関しては、動物実験等
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に関する情報を大学ホームページで公開し、「動物実験委員会」で、不正防止の改

善や動物実験環境の整備について改善に取り組んでいる。 

また、教育研究等環境に関する全般的な事項については、毎年度事業計画に基づ

き、「学長調整会議」「学部長会」「大学協議会」において各事業の進捗状況を確

認しているほか、原則２年に１度行う自己点検・評価を通じて、定期的に点検・評

価している。 

以上のように、教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行い、そ

の結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っている。 

 

９ 社会連携・社会貢献 

＜概評＞ 

① 大学の教育研究成果を適切に社会に還元するための社会連携・社会貢献に関する

方針を明示しているか。 

「第４次中期計画」において「社会連携・社会貢献の実現」を行動計画として掲

げ、自治体との協定や地元団体との連携に基づく地方創生の推進に係る事業等の

展開、社会人の学び直しの促進、地域社会と連携した生涯学習振興への積極的関与、

他大学との連携事業の展開を目標として明記し、これを社会連携・社会貢献の方針

としている。この「第４次中期計画」は「大学協議会」を通じて大学構成員に周知

するとともに、学園ホームページでも公開している。また、大学ホームページにお

いても、社会連携・社会貢献に関するページを設けている。 

以上のように、社会連携・社会貢献に関する方針を適切に明示している。 

 

② 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・社会貢献に関する取り組み

を実施しているか。また、教育研究成果を適切に社会に還元しているか。 

社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、教育研究成果をもとに、社会連携・

社会貢献、地域交流、国際交流事業、学外組織との連携を推進している。活動の推

進にあたっては、「地域連携推進委員会」を設置し、「地域連携等の取り組み実施

におけるガイドライン」に基づき適切な推進・運用に努めている。 

「実学の帝塚山大学」をスローガンに掲げ、教員と学生がともに地域の課題解決

に主体的に取り組む「プロジェクト型学習」による地域連携・産学官連携活動を積

極的に推進しており、「地域連携推進委員会」で報告のあった取り組みだけでもこ

こ数年で大幅に増加している。こうした活動等の成果は、『プロジェクト型学習実

践事例集』の刊行や「『実学の帝塚山大学』実践学生発表祭～アクティブ・ラーニ

ングの実践事例～」の開催等により広く社会に発信するとともに、更なる活動の推

進を目指している。さらに、地域に根差して長年にわたり推進してきた「奈良学」

研究は、大学の知的リソースと地域のリソースを組み合わせた特色のある取り組
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みであり、2017（平成 29）年度には文部科学省私立大学研究ブランディング事業

にも「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」が

採択された。本事業は、「奈良まるごとキャンパスⓇ」構想に基づき、地域の拠点

となる「帝塚山プラットフォーム」を構築するもので、研究活動を「文化財・祭事」

「食文化・伝統産業」「地域・コミュニティ」の３つの領域に整理し、それぞれの

研究テーマに沿って地域と連携した研究活動を学生参加型で展開してきた。本事

業の成果を公開講座やシンポジウムの開催、関連書籍や報告書等の刊行として社

会に還元することで、「奈良学」研究の認知も高まり、教育研究活動も活発に行わ

れる結果となった。この「奈良学」研究での活動をはじめ、その他の地域貢献活動

等においても、学部学生や大学院学生が積極的に関与し、学習の機会として生かす

とともに、地域や産業界等と連携し、全学的に地域貢献活動を推進している点は高

く評価できる。 

附置研究所やセンター等においても、教育研究活動の成果を公開講座や資料の

展示公開、書籍の刊行等を通じて広く社会に公表している。「奈良学総合文化研究

所」では、「奈良」についてさまざまな視点から研究し、公開講座の開催や『奈良

学研究』『日本文化史研究』の刊行等により、研究成果を社会に還元している。「考

古学研究所」と「附属博物館」では、長年にわたり「市民大学講座」を実施してお

り、なかには学外と連携した講座や、メディアを通じた社会教育にも貢献している

講座等もある。また、「心のケアセンター」における地域住民へのカウンセリング

等の支援や、「子育て支援センター」における「つどいの広場」「親子教室」の実

施、学内にある図書館等の施設開放等、地域のニーズに対応した各種の支援を通じ

て、地域の拠点大学としての役割を果たしている。 

以上のように、社会連携・社会貢献に関する方針に基づいた取り組みを着実に実

施し、大学の教育研究成果を適切に社会に還元している。 

 

③ 社会連携・社会貢献の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

地域連携・産学官連携に関する活動の検証は、大学全体としては「地域連携推進

委員会」が行っている。附置研究所やセンター等が行う活動については、各運営委

員会において定常的な検証を行っているほか、年度末に開催する「地域連携推進委

員会」において地域連携活動の実績や公開講座開催の実績を検証し、地域連携活動

であればより地域の課題解決に貢献できるか、公開講座であればより魅力的な内

容になるかを議論している。また、公開講座については、可能な限り受講者へのア

ンケートを実施・集計し、改善項目を検証することにしており、検証結果は、次年

度講座の内容立案、年齢層の照準の設定等に生かしている。 

さらに、全般的な観点からの点検・評価については、毎年度事業計画に基づき、
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「学長調整会議」「学部長会」「大学協議会」において、各事業の進捗状況を把握

しているほか、原則２年に１度実施する自己点検・評価を通じて、定期的に点検・

評価している。 

以上のように、社会連携・社会貢献の適切性について定期的に点検・評価を行い、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っている。 

 

＜提言＞ 

長所 

１）「奈良」をフィールドに、帝塚山大学の知的リソースと地域のリソースを組み合

わせた学際的な「奈良学」の多様な研究活動は、地域、産業界等をつなぎ、その

連携を進化させる取り組みであり、学生参加型で実施することで、学生の主体的

な学びの場にもなっている。そのほか、「プロジェクト型学習」による多様な地

域連携活動や、「奈良学総合文化研究所」「考古学研究所」「心のケアセンター」

「子育て支援センター」等における活動及び研究成果も地域社会に還元されて

おり、今後も地域の拠点大学として活動を更に推進していくことが期待でき、評

価できる。 

 

10 大学運営・財務 

（１）大学運営 

＜概評＞ 

① 大学の理念・目的、大学の将来を見据えた中・長期の計画等を実現するために必要

な大学運営に関する大学としての方針を明示しているか。 

「第４次中期計画」の３つの柱「教育内容の質の向上」「組織力の強化」「財政

の健全化」に基づき、ガバナンス体制の見直しによる教育・研究・社会貢献の機能

の最大化、ビジョンの明確化・戦略の立案及び進捗管理、学内外の情報の収集・整

理、ビジョンに沿った予算編成・配分及び学長教育研究支援費の戦略的活用、で構

成される「学長のリーダーシップの確立」を行動計画として掲げ、大学運営の方針

としている。これに基づき、具体的に年度事業計画を立て、教職員で取り組みを共

有している。取り組みの結果は年度事業報告書にとりまとめ、年度事業計画と合わ

せて学園ホームページで広く公開周知している。また、教職員始業式と『学内報』

で、方針及び所属長の所信を法人の全教職員で共有している。 

 

② 方針に基づき、学長をはじめとする所要の職を置き、教授会等の組織を設け、これ

らの権限等を明示しているか。また、それに基づいた適切な大学運営を行っている

か。 

大学運営については、「学校法人帝塚山学園組織規定」（以下、「組織規定」と
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いう。）、学則及び大学院学則に、学長、副学長、学長補佐、研究科長、学部長、

全学教育開発センター長、学科長等の所要の職とその権限・職務を明確に規定し、

大学運営全ての権限・責任は学長にあることを明記している。副学長及び学長補佐

が職務に応じて組織運営の責任者となり、それぞれの組織が主体的に重点施策を

掲げ、事業計画を立案・実施し、取り組みの進捗・結果は、「学長調整会議」「学

部長会」で検証・調整のうえ、「大学協議会」に諮り、点検・評価、改善を行って

いる。 

法人組織の意思決定は、寄附行為及び「学校法人帝塚山学園理事会規則」に従い

履行している。また、円滑な法人運営を行うため常任理事会を置き、人事や入学者

選抜制度等の日常的な学校運営に関する機関決定を行っている。 

学長、副学長、学長補佐は、「学長選任規則」「副学長選任規定」及び「学長補

佐選任規定」に基づき、適正な手続を経て理事長が任命し、研究科長、学部長、全

学教育開発センター長、学科長、図書館長は、「教育職管理者選任規定（大学）」

に基づき、各候補者選任規定に従い学長が候補者を選任し、理事長が任命している。 

学部・研究科ごとに教授会及び研究科委員会を置き、学長の諮問機関としての役

割を明確にしている。 

危機管理については、「学校法人帝塚山学園危機管理に関する規定」及び大学の

「危機管理に関する規程」に基づき、法人と大学が連携してさまざまな危機リスク

に対応する体制となっている。 

 

③ 予算編成及び予算執行を適切に行っているか。 

予算編成及び予算執行体制は、寄附行為、「学校法人帝塚山学園経理規則」「学

校法人帝塚山学園固定資産及び物品調達規則」「学校法人帝塚山学園予算執行規則」

及び「学校法人帝塚山学園事務決裁規定」に基づき、大学事務局長が経理責任者及

び予算責任者として大学の経理に関する事務処理、予算編成及び予算執行の統制

を図り、適正に管理運用されている。 

予算編成は、「財政健全化計画（大学編）」「予算編成の基本方針」及び「予算

編成手順」に従い、予算責任者である大学事務局長と総務課で大学各部署にヒアリ

ングを行い、前年度予算執行状況等を参考にして予算案をまとめている。特色ある

事業については重点事業として予算案を編成し、予算化された重点事業は成果報

告書を提出させ、管理・検証することとしている。大学で編成した予算案は、学長

が理事長に申請し、理事会において審議・決定される。 

予算執行については、前述の関係規則・規程に従い適切に管理しており、予算外

支出及び流用を原則禁止し予算統制を図っている。予算流用が必要となった場合

や、予算決定後に予算の追加等が必要となった場合は、決裁権限に基づき予算の流

用あるいは補正予算を編成し適切に統制を図っている。新型コロナウイルス感染
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症対策に係る経費は、当初予算に編成されていないため、予算外支出として予算流

用で対応している。 

 

④ 法人及び大学の運営に関する業務、教育研究活動の支援、その他大学運営に必要な

事務組織を設けているか。また、その事務組織は適切に機能しているか。 

大学運営の組織と業務は、「組織規定」に基づき組織され、「学校法人帝塚山学

園事務分掌規定」「学校法人帝塚山学園事務決裁規定」において、教職員が一体と

なって教育研究活動の支援、大学運営を適切に行う事務組織と事務分掌を明確に

している。事務職員は、各委員会の構成員として、教員と連携して教職協働による

運営体制を構築している。法人運営の組織と業務は、法人の将来構想や危機管理、

総務、財務、施設等の管理運営を担当し、法人運営を支える事務組織としている。 

職員の採用、昇格については、「事務職員人事委員会の運営に関する規定」「職

員任用規定」に基づき、本部人事課が法人全体の職員人事を統括し、人事考課の結

果を人事異動や昇格の際の参考にしている。事務職員の人事考課は、「事務職員人

事考課実施マニュアル」に基づき、職員による目標設定と自己点検、人事考課者に

よる勤務考課及び面談での職員評価と指導を行い、職員の意欲・資質・能力向上に

努め、業務の推進・改善に資する人材育成を図る制度を構築している。 

 

⑤ 大学運営を適切かつ効果的に行うために、事務職員及び教員の意欲及び資質の向

上を図るための方策を講じているか。 

学校法人が求める教職員像を「第４次中期計画」『学校法人帝塚山学園事務職員

研修ハンドブック』に明記し、「ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）及び

ＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）に関する規程」に基づき、学長・副学長等

を含む教育職員、事務職員及びその他の職員の能力及び資質を向上させるため、Ｆ

Ｄ活動は「全学教育開発センター」及び各研究科に置かれた「ＦＤ委員会」、ＳＤ

活動は「学長調整会議」を中心とする体制で教職員の資質向上に資する活動を推進

している。「ＳＤ実施方針及び実施計画」に基づき、全教職員対象の研修を継続的

に実施しており、2019（令和元）年度には「大学における教育研究上の著作権につ

いて」、2020（令和２）年度には「自校教育について～コロナ禍で不安を抱いてい

る新入生に向けて～」をテーマに研修会を実施した。また、他大学との包括連携協

定に基づく「共同ＳＤ研修」を原則毎年実施している。事務職員については「事務

職員研修規定」に基づき、勤務年数別・職位別に内部研修、外部研修、自己啓発研

修等の体系的な研修に取り組むとともに、『学校法人帝塚山学園事務職員研修ハン

ドブック』を通じて研修制度を周知し、職員意識の醸成と資質・専門知識の向上を

推進している。 
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⑥ 大学運営の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果を

もとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

大学運営の適切性については、中期計画に基づき、毎年度事業計画を立案・実施

し、「学長調整会議」「学部長会」「大学協議会」において、期中に実施状況と課

題を確認し、期末に最終的な成果と課題を検証して、改善・向上策を次年度事業計

画に反映することにより定期的に点検・評価しており、大学マネジメントが適切に

機能する体制といえる。また、自己点検・評価を原則２年に１度行い、内部質保証

を推進して改善・向上に取り組み、『自己点検・評価報告書』を作成し、大学ホー

ムページで広く周知している。 

監査については、法令、規程に基づき、監事・監査室・会計監査人が連携して業

務・執行監査、会計監査を行い、監査結果は、被監査部門に対してフィードバック

し業務改善を行うこととしている。 

以上のことから、大学運営の適切性について定期的な点検・評価を行い、効果的

に改善・向上に努めているといえる。 

 

（２）財務 

＜概評＞ 

① 教育研究活動を安定して遂行するため、中・長期の財政計画を適切に策定している

か。 

2016（平成 28）年度から 2021（令和３）年度までの「第４次中期計画」を策定

し、そのなかで学園のあるべき姿を実現するための柱のひとつとして、「財政の健

全化」を掲げている。その具体策として、2016（平成 28）年３月に、学園全体の財

政に影響が大きい大学を対象とした「財政健全化計画（大学編）」を定め、2021（令

和３）年度を目途に基本金組入前当年度収支差額における支出超過を改善するこ

とを目標としている。この目標達成のための施策として、収容定員を満たしていな

い学部・学科の再編や、それに伴う教員の配置の見直しを計画しており、同計画に

基づく、学生生徒等納付金や人件費等を加味した複数の収支シミュレーションを

作成している。これらのことから、適切な中・長期の財政計画を策定しているとい

える。 

なお、現行の計画は 2021（令和３）年度を最終年度としていることから、2022

（令和４）年度以降の計画においても、財政健全化に向けた目標等が適切に設定さ

れることが望まれる。 

 

② 教育研究活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確立している

か。 

財務関係比率については、「文他複数学部を設置する私立大学」の平均に比べ、
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法人全体、大学部門ともに、人件費比率が高くなっており、基本金組入前当年度収

支差額は改善傾向にあるものの、依然として支出超過が続いている。貸借対照表関

係比率では、繰越収支差額構成比率及び流動比率が経年的に悪化しており、近年は

同平均を下回る水準となっている。また、「要積立額に対する金融資産の充足率」

は一定程度の水準を確保しているものの、現金預金の減少等により低下傾向にあ

ることから、教育研究活動を安定して遂行するために必要な財政基盤の確立に向

けて取り組みを継続することが求められる。 

「財政健全化計画（大学編）」のなかで示されている５段階の収支シミュレーシ

ョンのうち、在籍学生数については最もよい想定の数値を達成し、それに伴って、

基本金組入前当年度収支差額の改善が進みつつあるが、依然として支出超過の状

態が続いており、2019（令和元）年度の決算では２番目に低いシミュレーションの

水準にある。財政基盤の確立に向けては、「財政健全化計画」において示されてい

る支出削減のための方策の実行を含めて、継続的に努力することが求められる。 

外部資金の獲得については、科学研究費補助金申請のための学内説明会を開催

し、学内競争的資金の研究費獲得教員には科学研究費補助金への応募を義務化す

るなどの対応を行っているが、その獲得金額は横ばいであり、獲得増加に向けた更

なる努力が望まれる。その他、寄付金の獲得に向けて、2019（令和元）年度より創

立 80周年記念募金の募集を開始しており、効果が上がることが期待される。 

 

 ＜提言＞ 

改善課題 

１）教学組織再編等による学生の定員充足状況の改善により、「財政健全化計画（大

学編）」において目標としている基本金組入前当年度収支差額は改善傾向にある

ものの、依然として支出超過の状態であり、目標達成には至っていない。財政基

盤の確立に向けては、「財政健全化計画」において示されている支出削減方策の

実行を含めて、継続的に努力することが求められる。 

 

以 上  
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令和 2 年度第 16 回大学協議会（令和 3 年 2 月 26 日）報告   実地 2-1-⑥ 

帝塚山大学内部質保証体系図（改定版）   実地 2-2-① 

令和 2 年度第 4 回自己点検・評価委員会（令和 2 年 12 月 25 日）議事録   実地 2-3-① 

人材養成目的および 3 つのポリシーの検証について（平成 26 年 11 月 14 日）   実地 2-4-① 

人材養成目的、3 つのポリシー、アセスメントプラン（アセスメント・ポリシー）の検

証・見直しについて（令和 2年 11 月 27 日） 

  実地 2-4-② 

令和 2 年度第 31 回学長調整会議（令和 2 年 11 月 11 日）記録（抜粋）   実地 2-4-③ 

令和 2 年度第 32 回学長調整会議（令和 2 年 11 月 18 日）記録（抜粋）   実地 2-4-④ 

令和 2 年度第 33 回学長調整会議（令和 2 年 11 月 25 日）記録（抜粋）   実地 2-4-⑤ 

令和 2 年度第 2 回帝塚山大学教学マネジメント委員会（令和 2 年 11 月 27 日）記録   実地 2-4-⑥ 

令和元年度第 17 回大学協議会（令和 2 年 3 月 27 日）資料（抜粋）   実地 2-5-① 

大学ホームページ「学部・大学院 人文科学研究科日本伝統文化専攻」 〇 実地 2-7-① 

大学ホームページ「学部・大学院 心理科学研究科心理科学専攻」 〇 実地 2-7-② 

大学ホームページ「情報公開 基本情報 学生データ 卒業後の進路状況」 〇 実地 2-7-③ 

帝塚山大学情報公開規程の制定について（案）   実地 2-8-① 

      

３ 教育研究

組織 

経済経営学部経済経営学科設置届出書 (抜粋)   実地 3-1-① 

令和 2 年度第 16 回経済経営学部将来構想検討委員会（令和 3 年 3 月 5 日）議事録   実地 3-2-① 

      

４ 教育課程・

学習成果 

新 E-Learning システムについて（2017 年 12 月）   実地 4-2-① 

帝塚山大学における e ラーニングシステムの活用について（2018 年 2 月 19 日）   実地 4-2-② 

新 E-Learning システムについて（2018 年 2 月）   実地 4-2-③ 

帝塚山大学「ＴＡＬＥＳ」活用教育支援推進委員会規程   実地 4-2-④ 

大学 e ラーニング協議会フォーラム 2020 事例発表資料（抜粋）（令和 3 年 3月 9 日）   実地 4-2-⑤ 

令和 2 年度第 5 回教務委員会（令和 2 年 9 月 23 日）記録   実地 4-2-⑥ 

令和 2 年度第 6 回教務委員会（令和 2 年 10 月 7 日）記録   実地 4-2-⑦ 

令和 3 年度第 5 回教務委員会（令和 3 年 7 月 7 日）記録   実地 4-2-⑧ 

学部ごとに上限値に関係なく履修登録が認められる科目の一覧   実地 4-4-① 

学生の履修登録状況（過去３年間）   実地 4-4-② 

ディプロマ・ポリシーと学習成果の測定方法の対応関係   実地 4-6-① 

令和 3 年度第 5 回教学マネジメント委員会（令和 3 年 7 月 30 日）記録   実地 4-6-② 

帝塚山大学教務委員会規程   実地 4-7-① 

      

５ 学生の受

け入れ 

 

 

 

高校訪問数（2016 年度～2021 年度入試）   実地 5-1-① 

総志願者数及び入学者数（2016～2021 年度）   実地 5-1-② 

2021 年度入試委員会開催日程   実地 5-2-① 

2021 年 5 月 1 日時点の「大学基礎データ」表 2   実地 5-2-② 

平成 29 年度第 3 回入試委員会（平成 29年 7月 7 日）議事録・資料   実地 5-3-① 
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５ 学生の受

け入れ 

平成 29 年度第 8 回大学協議会（平成 29年 7月 28 日）報告   実地 5-3-② 

      

６ 教員・教員

組織 

 

 

 

 

令和 3 年度任期制教員割合   実地 6-1-① 

大学院人文科学研究科 FD 研修会（令和 3 年 9 月 15 日）記録   実地 6-2-① 

令和 2 年度第 1 回心理科学研究科 FD 委員会（令和 3年 3月 17 日）議事録   実地 6-2-② 

令和 2 年度大学院 FD アンケート調査結果について   実地 6-2-③ 

令和 3 年度第 1 回「ＴＡＬＥＳ」活用教育支援推進委員会（令和 3 年 9 月 2 日）記録   実地 6-4-① 

令和 3 年度第 7 回学長調整会議（令和 3 年 5 月 26 日）記録（抜粋）   実地 6-5-① 

      

７ 学生支援 帝塚山大学の教職員としての服務規律保持の徹底について（令和元年 12 月 12 日・令

和 2 年 6 月 10 日） 

  実地 7-1-① 

帝塚山大学人権教育推進委員会規程   実地 7-1-② 

令和 3 年度第 1 回人権教育推進実行委員会（令和 3 年 5 月 25 日）議事録・資料   実地 7-1-③ 

教職員研修会の開催について（令和 3 年 7 月 7 日開催）   実地 7-1-④ 

ハラスメント研修報告会（令和 3 年 9 月 7 日）記録   実地 7-1-⑤ 

令和元年度重点事業成果報告書／令和 3 年度重点事業計画申請書（心理学部）   実地 7-2-① 

令和 2 年度第 1 回学生相談室運営委員会（令和 3 年 3 月 11 日）記録   実地 7-4-① 

帝塚山大学のビジョン 2020・2021 対比   実地 7-5-① 

      

８ 教育研究

等環境 

ＳＡＲＴＲＡＳ著作権利用状況調査への協力について（令和 2 年 8 月 3 日）   実地 8-1-① 

著作権の利用に関する注意について（メール）（抜粋）   実地 8-1-② 

2021 年度前期授業運営について   実地 8-1-③ 

令和 3 年度第 1 回図書館運営委員会（令和 3 年 5 月 12 日）記録・資料   実地 8-2-① 

2020 年度受入資料分野別冊数一覧   実地 8-2-② 

特別研究費一覧・実績報告書・記録（平成 30～令和 2 年度）   実地 8-3-① 

特別研究旅費一覧・実績報告書・記録（平成 30～令和 2 年度）   実地 8-3-② 

学校法人帝塚山学園就業規定   実地 8-4-① 

責任コマを越える教員の担当コマ数   実地 8-4-② 

公益通報者保護の取扱いに関する規定   実地 8-5-① 

      

９ 社会連携・

社会貢献 

大学ホームページ「ニュース 奈良の昔のくらしを描いた絵をパネル展示 「山里に行

き交う職人たち」関連イベント 「昔のくらしを体験してみよう！」7 月 7 日（土）13:00

～奈良県立図書情報館で」 

〇 実地 9-1-① 

大学ホームページ「ニュース 【私立大学研究ブランディング・文学部】奈良県立民

俗博物館「みんぱく秋まつり」で昔の暮らし体験イベントを行いました。」 

〇 実地 9-1-② 

毎日新聞「明治～昭和の山里職人図書情報館絵画 30 枚で紹介」（平成 30 年 7 月 4 日）   実地 9-1-③ 

毎日新聞「昔の生活体験し楽しむみんぱく秋まつり」（令和元年 11月 17 日）   実地 9-1-④ 

奈良新聞「昔の暮らし解説帝塚山大生ら一日学芸員」（令和元年 11月 17 日）   実地 9-1-⑤ 

学長表彰受賞者一覧（令和元年度・令和 2 年度後期）   実地 9-1-⑥ 

大学ホームページ「ニュース 大健闘！「県内大学生が創る奈良の未来事業」公開コ

ンペで本学 2 チームが発表しました」 

〇 実地 9-1-⑦ 

2019 年度卒業研究発表会プログラム（食物栄養学科）   実地 9-1-⑧ 

      

10 大学運営・

財務 

（１）大学運営 

「令和 2 年度実績報告」及び「令和 3 年度事業計画」の作成等について（お願い）   
実地

10(1)-2-① 

人事考課基準表   
実地

10(1)-3-① 

人事考課表   
実地

10(1)-3-② 

人事考課者一覧   
実地

10(1)-3-③ 

多摩大学ＩＲセミナー開催案内メール   
実地

10(1)-4-① 

      

その他 

 

 

帝塚山大学の概要および内部質保証に関する取組について（学長プレゼン資料）     

  

  

2020 年度 内部質保証体系図に記載の会議体開催実績（大学全体）   

2020 年度 自己点検・評価委員会部局等委員会開催実績（各学部等）   
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その他 2021 年度 内部質保証体系図に記載の会議体開催実績・予定（大学全体）     

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2021 年度 自己点検・評価委員会部局等委員会開催実績・予定（各学部等）   

ティーチング・ポートフォリオサンプル画面１   

ティーチング・ポートフォリオサンプル画面２   

授業改善アンケートにかかる意見聴取シート（2020 年度後期）   

授業改善アンケート結果を踏まえた授業改善方法（サンプル）   

平成 29 年度第１回ＦＤフォーラムの開催について（案内）   

平成 30 年度第２回ＦＤフォーラムの開催について（案内）   

平成 30 年度第２回ＦＤフォーラム資料   

大学ホームページ「ニュース 平成 30 年度第 2回 FD フォーラムを開催しました」   
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帝塚山大学提出資料一覧（意見申立） 

 

 資料の名称 ウェブ 資料番号 

７ 学生支援 令和 3 年度副学長・学長補佐の主な職務分担について   意見申立 7-1 

      

９ 社会連携・

社会貢献 

帝塚山大学地域連携推進委員会規程（令和 3 年 4 月 1 日改正）   意見申立 9-1 

      

 

 


